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観光目的地の認知度およびイメージからみた訪問意向の特性

A study about perception、image and visit intention of tourist destination
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１．はじめに

　近年、日本における若者の海外旅行離れ現象に関して、旅行をしない若者の特性の分析（中村・

古本・宍戸，2006）⑴や海外旅行を阻害する要因の把握（廣岡・宮城，2008；高井・中村・西村，

2008；中村・西村・高井，2009）⑵⑶⑷、若者の海外旅行に対する意識（鎌田・金，2010；安，2012）⑸⑹

など若者における「海外旅行」そのものに焦点を当てた研究が数多くなされてきた。

　一方、観光行動理論による旅行意図形成プロセスに関する研究では、発動要因（push factor）

と誘引要因（pull factor）がお互いに作用し合って「モチベーション（動機付け）」が生じ、この

モチベーションの内容や強さに従って「行動」が引き起こされたり、「行動」の方向づけがなされ

たりすることが明らかにされてきた（佐々木，2007）⑺。海外旅行に行きたい動因が生まれても、

環境内に誘因になるものがなければ、モチベーションは生じないし、行動は起こらないと考えられ

る。これに関連して、安（2012）では、既存の若者の海外旅行の発動要因に着目し、日本人大学生

は海外旅行に対する関心が低いわけではなく、「新しい経験」、「地域と文化に触れ合う」、「物や価

値を得る」、「家族・友人関係」が発動要因として作用していることが明らかにされた。

　観光学分野においては、目的地のイメージや目的地に関する知識や情報、魅力要素などが人々を

観光行動へ導く誘引要因とされている。これらを受けて本稿では、若者の誘引要因を把握し、訪問

意向との関係を明らかにすることを目的とする。そこで、日本において国際観光市場として重視さ

れている日韓市場１）に注目し、日韓大学生を対象にアンケート調査を行った。日韓大学生を対象

とすることで、日本人の若者の旅行に対する意識や特徴を見出しやすいと考えた。

　アンケート調査対象者の選定においては、国籍、性別、地域、学校タイプ、海外旅行の経験によ

る差異を考慮し、日本在住の日本人大学生と韓国在住の韓国人大学生の１年生と３年生の学生、学

校所在地が首都圏と地方である各々の国公立大学と私立大学の総８大学で実施した。また、実施の

際には、専攻科目が観光分野や日本（語）、韓国（語）に関する分野である学生を除き、専攻科目

の偏りが出ないようにした。アンケート調査の実施期間は、2009 年３月～６月であり、回答方法は、

授業中にアンケート用紙を配付し、記入してもらう形式で行った。調査内容は、個人属性、相手国

への旅行経験、観光目的地としての相手国についてどのぐらい認知しているか、どのようなイメー

ジを抱いているのかといった４種類の設問により構成されている。詳細は第１表の通りである。

　本稿で特に重要となる設問３、設問４について述べておくと、目的地の生活や文化に関する項目

では、固有文化・生活文化・大衆文化・伝統文化・食文化・企業ブランドなどそれぞれに各３質問
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を設け、３段階尺度選択（3 ＝内容もよく知っている、2 ＝名称を聞いたことがある、1 ＝全く聞

いたことがない）を取った２）。相手国の観光地に関しては、あらかじめ地図と観光地名を取り上げ、

４段階尺度（4 ＝行ったことがある、3 ＝知っている、2 ＝地域名だけ聞いたことがある、1 ＝今回

初めて知った）で選択してもらう形式を取った３）。そして、認知度は、生活や文化に関しては「内

容もよく知っている」、「名称を聞いたことがある」の回答割合を足したものを認知度とし、観光地

に関しては「行ったことがある」、「知っている」、「地域名だけ聞いたことがある」の回答割合を足

したものとした。

　一方、設問４の相手国に対するイメージの測定については、既存研究で用いられた日本と韓国に

対するイメージに関する 17 項目を取り上げ、５段階尺度（5 ＝とてもそう思う～ 1 ＝全くそう思

わない）で選択してもらう回答方式とした。

第１表　調査内容

構成内容 細部設問内容 項目数 測定方法

１．回答者の属性に関する項目 性別 1 2 肢選択

専攻・学年 1 自由記述

居住地・居住歴 1 自由記述

２．相手国への旅行実態に関する項目 相手国の旅行経験 1 2 肢選択

訪問回数 1 自由記述

訪問先 1 自由記述

相手国への観光希望 1 5 段階尺度

その理由 1 自由記述

相手国への旅行の目的 1 自由記述

相手国への旅行の魅力 1 自由記述

３．目的地に対する認知度に関する項目 相手国の生活や文化 18 3 段階尺度

相手国の観光地や観光名所 17 4 段階尺度

４．目的地のイメージに関する項目 相手国に対するイメージ 17 5 段階尺度

２．調査結果と分析方法

　回収されたアンケート調査表の中で記入もれのあるものを除外した有効数は、計 1,218 件である。

その中で、日本人大学生が 588 件で 48.0%、韓国人大学生が 630 件で 52.0% であった。性別は、男

性が 622 件で 51.1%、女性が 596 件で 48.9％を占めており、日本人大学生でみると、男性 57.0%・

女性 43.0%、韓国人大学生では、男性 46.0%・女性 54.0% であった。

　分析方法は、観光目的地に対する認知度およびイメージと訪問との関係をみるために、ｔ検定と

相関分析を、訪問意向に影響を与える要因を検討するために、多重回帰分析を実施した。

　以下、第３章では、両国大学生において観光目的地としての相手国に対する認知度と訪問意向と

の関係について、第４章では、相手国に対するイメージと訪問意向との関係について分析した結果

を述べていく。
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３．観光目的地の認知度と訪問意向との関係

　はじめに、日本人大学生の韓国の文化に対する認知度と訪問意向との関係をみると、「食文化」、「大

衆文化」、「固有文化」との弱い相関関係が認められた（第２表）。

第２表　日本人大学生の韓国に対する認知度と訪問との関係

資料：アンケート調査結果により作成。

注１：文化（N=584）、観光地（N=581）

注２：** は 1％有意、　* は 5％有意である。

注３：認知度と訪問意向との関係は相関分析、訪問経験との関係はｔ検定を行っている。

注４：平均値は、文化の場合、各文化には 3 項目が含まれており、「3= 内容もよく知っている、2= 名称を聞いたこ

とがある、1= 全く聞いたがない」として計算している。観光地の場合、「4= 行ったことがある、3= 地域名

だけ聞いたことがある、2= 聞いたことがない、1= 今回初めて知った」として計算している。

注５：	訪問意向については、「5= 是非とも行きたい～ 1= 全く行きたいと思わない」の 5 区分、訪問経験については、
「1= ない、2= ある」である。

　その中で、相関係数が相対的に高かった変数は「大衆文化」であった。つまり、大衆文化を知っ

ている学生ほど行きたい意向が高いことがうかがえる。訪問経験がある日本人大学生は韓国の食文

化、企業ブランド、固有文化、生活文化に関して知っていた。特に、日本人大学生の間で認知度が

最も高い「食文化」は、訪問意向と訪問経験の両方において関係性が見られ、韓国訪問を誘発する

要因になっていると考えられる。自由回答による日本人大学生の韓国旅行の目的も食べ物に集中し

ており、認知度が高い韓国の文化が訪問に影響を与えていることがわかる。

　観光地に対する認知度と観光意向との関係では、「ソウル」、「釜
プ

山
サン

」、「扶
プ

餘
ヨ

」と弱い相関関係が

認められた。ソウルと釜山は認知されているほど行きたい意向が強い観光地である一方、扶餘は認

知されているが、訪問意向は低い観光地であった。訪問経験との関係では、訪問経験がある学生が

観光地に対する認知度が高いことが確認できた。また、認知度が最も高い「ソウル」と「釜山」を

みると、訪問意向や訪問経験との関係性が認められるため、認知度が高いほど訪問に繋がる可能性
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が高いといえよう。

　続いて、日本人大学生が知っている様々な韓国文化と観光地において、訪問意向をよく説明する

ものはなにかを詳しく知るために多重回帰分析を行った。その結果は、第３表の通りである。

第３表　日本人大学生の韓国訪問意向に影響を及ぼす要因

資料：アンケート調査結果により作成。

注１：	文化（N=584）、観光地（N=581）。

注２：	** は、1％有意　* は、5％有意である。

注３：	文化と訪問意向について、寄与率 0.062、相関比 0.249 である。

	 観光地と訪問意向について、寄与率 0.039、相関比 0.197 である。

注４：	訪問意向については、「5= 是非とも行きたい～ 1= 全く行きたいと思わない」の 5 区分である。

　日本人大学生が認知している韓国文化と訪問意向との関係では、「食文化」と「大衆文化」が有

意な変数としてあがった。韓国の食文化や大衆文化に関心があると思われる学生に韓国を訪れる可

能性があると考えられる。観光地認知度と訪問意向との関係については、日本人大学生の認知度が

低い地域４）を除いて分析を行った。そして、観光地認知度と訪問意向の関係では「ソウル」と

「板
パン

門
ムン

店
ジョム

」が有意な変数としてあがった。ソウルは、日本人大学生に最も認知されており、訪問意

向も強い。しかし、板門店は認知されているものの訪問意向は弱かった。

　それでは、韓国人大学生の日本に対する認知度と訪問意向との関係はどうだろうか（第４表）。

　韓国人大学生に認知されている日本文化と訪問意向との関係では、「食文化」、「企業ブランド」、「大

衆文化」、「伝統文化」との弱い相関関係が認められた。その中で、係数が相対的に高かった変数は

「大衆文化」であり日本人大学生と同様であったが、大衆文化に対する韓国人大学生の認知度はそ

れほど高くなかった。訪問経験との関係については、固有文化を除く全ての文化と弱い相関関係が

認められた。相関係数が最も高い変数は「伝統文化」であり、この文化に対する韓国人大学生の認

知度は最も低かった。 韓国人大学生の場合は、日本の文化に対する認知度の度合いが訪問にあま

り影響してないといえる。一方では、日本の食文化、企業ブランド、大衆文化、伝統文化など４つ

の文化と訪問意向及び訪問経験と相関関係が認められており、日本に引き寄せる文化要素が多く

なっていた。
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第４表　韓国人大学生の日本に対する認知度と訪問との関係

資料：アンケート調査結果により作成。

注１：	文化（N= 625）、観光地（N=601）。

注２：	** は、1％有意　* は、5％有意である。

注３：	認知度と訪問意向との関係は相関分析、訪問経験との関係はｔ検定を行っている。

注４：	平均値は、文化の場合、各文化には 3 項目が含まれており、「3= 内容もよく知っている、2= 名称を聞いたこ

とがある、1= 全く聞いたがない」として計算している。

	 観光地の場合、「4= 行ったことがある、3= 地域名だけ聞いたことがある、2= 聞いたことがない、1= 今回初

めて知った」として計算している。

注５：	訪問意向については、「5= 是非とも行きたい～ 1= 全く行きたいと思わない」の 5 区分、訪問経験については、

「1= ない、2= ある」である。

　韓国人大学生が認知している日本の観光地と訪問意向との関係では、「大阪」、「神戸」、「名古屋」、

「広島」、「札幌」、「富士山」、「下関」と正の相関関係が認められた５）。また、韓国人大学生の観光

地認知度と訪問経験との関係では、すべての観光地と正の相関関係が認められた。その中で、相対

的に相関係数が高かった変数は「東京」と「大阪」であった。

　続いて、韓国人大学生が知っている様々な日本文化と観光地において、訪問意向に何が影響して

いるのかをみるために、多重回帰分析を行なった。その結果、韓国人大学生が認知している日本文

化と訪問意向との関係では「食文化」と「大衆文化」が有意な変数としてあがった（第５表）。つ

まり、韓国人大学生の日本訪問への影響を及ぼす要因は日本の食文化や大衆文化である。さらに、

韓国人大学生の日本の観光地認知度と訪問意向との関係についてみると、「大阪」が有意な変数と

してあがった。この地域を知っている学生ほど訪問意向が強いといえる。
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第５表　韓国人大学生の日本訪問意向に影響を及ぼす要因

資料：アンケート調査結果により作成。

注１：	文化（N= 625）、観光地（N=601）。

注２：	** は、1％有意　* は、5％有意である。

注３：	文化と訪問意向について、寄与率 0.062、相関比 0.249 である。

	 観光地と訪問意向について、寄与率 0.034、相関比 0.185 である。

注４：	訪問意向については、「5= 是非とも行きたい～ 1= 全く行きたいと思わない」の 5 区分である。

４．観光目的地のイメージと訪問意向との関係

　ここでは、両国大学生の相手国に対するイメージと訪問意向及び訪問経験との関係をみていく。

はじめに、第 6 表より日本人大学生の韓国に対するイメージと訪問意向および訪問経験との関係を

みると、訪問意向では、「韓国は環境破壊が進んでいる国だ」を除く全ての項目と弱い相関関係が

認められた。その中で、相関係数が相対的に高かったのは、「韓国は信頼できる国だ（0.399）」と「韓

国は日本と似ている国だ（0.307）」であった。日本人大学生は、韓国に対するこれらのイメージが

強いほど訪問意向が強いが、これらのイメージに対する日本人大学生の平均値はそれぞれ 3.06 と

3.09 であり「どちらともいえない」に近い。また、「韓国は反日的な国だ」、「韓国は閉鎖的な国だ」、

「韓国は物価が高い国だ」といったイメージが強いほど、訪問意向は弱くなっていた。

　日本人大学生は、韓国に対して閉鎖的ではない、物価が高くないと思っている傾向にあり、韓国

は反日的な国であると思っている傾向もみられた。日本人大学生の韓国に対するイメージと訪問意

向との関係では、この「韓国は反日的な国」とするイメージが韓国訪問を最も阻害する要因となっ

ている。
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第６表　日本人大学生の韓国に対するイメージと訪問との関係

資料：アンケート調査結果により作成。

注１：	N=573。

注２：	** は、1％有意　* は、5％有意である。

注３：	イメージと訪問意向との関係は相関分析、訪問経験との関係はｔ検定を行っている。

注４：	イメージの平均値については、「5= とてもそう思う、4= そう思う、3= どちらともいえない、2= そう思わない、

1= 全くそう思わない」として計算している。

注５：	訪問意向については、「5= 是非とも行きたい～ 1= 全く行きたいと思わない」の 5 区分、訪問経験については、

「1= ない、2= ある」である。

　日本人大学生の韓国に対するイメージのうち、「韓国は物価が高い国だ」という項目と訪問経験

有無の間には、1％有意で差異がみられた。また、同じく「韓国は物価が高い国だ」という項目と

訪問意向の間には負の相関関係がみられており、物価が高いというイメージが強いほど訪問傾向は

弱くなることが示されている。

　物価と訪問の関係については、日本人の間で韓国は物価の安い国というイメージが一般的に定着

し、それは観光需要を増大させている要因となっている。アンケートの自由記述回答を踏まえると、

日本人大学生もそのようなイメージから韓国を観光目的地に選択しているようである。「安い」と

いう韓国イメージが、日本人大学生を韓国にひきつける一つの要因になっていると言える。

　これらを踏まえると、韓国の物価が高いイメージが強いほど学生は韓国に行かない可能性がある。

そのため、学生がすでに持っている「物価の安い」というイメージと実態が異なる場合、韓国訪問

が敬遠されると考えられる。

　続いて、多重回帰分析による日本人大学生の訪問意向に影響を及ぼす韓国イメージについて検討

する。第 7 表より日本人大学生が認知している韓国のイメージと訪問意向との関係では、４つの有

意な変数が明らかになった。

韓国に対するイメージ
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第７表　日本人大学生の韓国訪問意向に影響を及ぼすイメージ

資料 : アンケート調査結果により作成。

注１	 ：N=573。

注２：	** は、1％有意　* は、5％有意である。

注３：	イメージと訪問意向について、寄与率 0.256、相関比 0.506 である。

注４：	訪問意向については、「5= 是非とも行きたい～ 1= 全く行きたいと思わない」の 5 区分である。

　日本人大学生は、韓国に対して、韓国は日本と似ている国、信頼できる国、行きやすい国といっ

たイメージが訪問意向に正の影響を与えていた。これらのイメージによって形成される韓国に対す

る信頼感や親密感が韓国への訪問要因になっていると思われる。また、物価が高い国であるイメー

ジは訪問意向に負の影響を与えていることが確認できた。日本人大学生に認知されている「物価が

安い国」とするイメージは、韓国に対する信頼感や親密感とともに日本人大学生にとって訪韓要因

になっているといえる。

　一方、韓国人大学生の相手国に対するイメージと訪問意向や訪問経験との関係はどうだろうか。

韓国人大学生の日本に対するイメージと訪問意向との関係では、全 17 項目のうち、10 項目におい

て弱い相関関係が認められた（第８表）。

変　数　名
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第８表　韓国人大学生の日本に対するイメージと訪問との関係

資料 : アンケート調査結果により作成。

注１：	N=600。

注２：	** は、1％有意　* は、5％有意である。

注３：	イメージと訪問意向との関係は相関分析、訪問経験との関係はｔ検定を行っている。

注４：	イメージの平均値については、「5= とてもそう思う、4= そう思う、3= どちらともいえない、2= そう思わない、

1= 全くそう思わない」として計算している。

注５：	訪問意向については、「5= 是非とも行きたい～ 1= 全く行きたいと思わない」の 5 区分、訪問経験については、

「1= ない、2= ある」である。

　その中で、相対的に相関係数が高かったのは「日本は見所が多い国だ（0.266）」と「日本は歴史

的遺産が残っている国だ（0.185）」であった。韓国人大学生は、日本に対して見所や歴史的な遺産

など観光資源が多いといったイメージが強いほど、日本に行きたい意向が高くなっている。これら

のイメージに関する韓国人大学生の平均値は 3.71 と 3.46 であり、「そう思う」に近かった。また、

訪問経験との関係については、「日本は安全な国だ」、「日本は歴史的遺産が残っている国だ」、「日

本は行きやすい国」、「信頼できる国」の５項目において、訪問経験がある学生とない学生の間でイ

メージの差異がみられた。特に、訪問経験がある学生は、日本に対して安全な国、歴史的な遺産が

残っている国であるイメージを抱いていた。また、訪問経験がある学生の方が日本に対して信頼で

きる国であるイメージを持っており、訪問経験は訪問先に対する肯定的なイメージ形成に影響を与

えていることもみられた。

　最後に、以上みてきた韓国人大学生の日本に対するイメージと訪問意向との関係についてより詳

細に検討するため、多重回帰分析を行った。その結果は第9表に示されている通りで、「見所が多い国」、

「信頼できる国」、「日本は韓国と似ている国」であるイメージは訪問意向に正の影響を与えている一

方、「物価が高い国」であるイメージは訪問意向に負の影響を与えていることが明らかとなった。

日本に対するイメージ



－ 100 －

『静岡英和学院大学・静岡英和学院大学短期大学部　紀要第 12 号』

第９表　韓国人大学生の日本訪問意向に影響を及ぼすイメージ

資料：アンケート調査結果により作成。

注１：	N=600。

注２：	** は、1％有意　* は、5％有意である。

注３：	イメージと訪問意向について、寄与率 0.131、相関比 0.362 である。

注４：	訪問意向については、「5= 是非とも行きたい～ 1= 全く行きたいと思わない」の 5 区分である。

　日本人大学生と同様、相手国に対する信頼感や親密感は、韓国人大学生の間でも相手国への訪問

要因となっているが、相手国に対する心理的な距離感は韓国人大学生の方が強い６）。しかし、日本

人大学生とは異なり、韓国人大学生の間には心理的な距離感が訪問意向に対して否定的には影響し

ていなかった。また、両国大学生において訪問意向に負の影響を与える要因である相手国の物価に

関して、韓国人大学生は、日本は物価が高い国だと強く思っていることもみられた。このように、

既存のイメージは両国の大学生の訪問に影響を与えている。特に韓国人大学生の場合、物価が高い

という既存のイメージが経済的な負担となり、日本訪問に対する負の影響を与えていると考えられ

る。

４．おわりに

　本稿では、日韓大学生を事例として観光目的地に対する認知度とイメージを把握し、それらと訪

問意向との関係について分析を行った。

　日本人大学生の場合、最も認知されている目的地としての相手国の文化は訪問目的と密接な関係

を持っており、認知度の高いところに訪問する傾向がみられた。一方、韓国人大学生の場合、日本

人大学生とは対照的に、目的地の文化に対する認知度は訪問意向にあまり影響していなかったが、

日本人大学生と同様に認知度が高いところに訪問する傾向にあった。また、韓国人大学生は日本人

変　数　名
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大学生に比べて、訪問経験によって目的地の認知度の差が多くみられ、訪問経験が訪問先の情報の

度合に影響をしていることがわかった。

　両国大学生における観光目的地に対するイメージについては、訪問意向との間に密接な関連が

あったことから、訪問を誘引あるいは阻害する要因となっていると考えられる。日本人大学生の場

合、日本と近い国、日本と似ている国といった親近感が旅行の動機づけにおいてプラスに作用して

いると考えられる。また、相手国に対する心理的な距離感があるほど訪問に対して否定的になりや

すいことも明らかとなった。韓国人大学生の場合は、相手国に対する心理的な距離感があっても、

それが訪問に否定的な影響を与えていなかった。訪問意向に負の影響を与える相手国の物価につい

ては、両国大学生ともにそのイメージの実態やギャップが訪問阻害要因になっている。韓国人大学

生の場合、すでに認知されているイメージと訪問先の状況が一致しており、「日本の物価の高さ」

が訪問阻害要因となっている。物価と訪問との関係について、日本人大学生の場合はこれと異なり、

すでに認知されている「韓国の物価の安さ」のイメージと実態のずれが生じると訪問意欲が低下す

ると考えられる。このほか、両国大学生の差異について、日本人大学生は、訪問経験と訪問先のイ

メージがほとんど結びついていないとみられるが、韓国人大学生の場合は、訪問経験がイメージ形

成に大きな影響を与えているとみられた。

　以上、本稿の分析により、認知している情報の程度やイメージが、両国大学生の訪問意向に影響

を与えていることと、訪問先に対する情報やイメージも訪問を阻害する要因となりうることが示さ

れた。本稿で得られた知見への理解をより深めていくためには、今後も若者の観光行動の特徴を様々

な角度から検討していく必要があろう。例えば、観光情報媒体と観光行動との関連性や訪問経験と

イメージの変化との関連性についての詳細な検討が挙げられる。これらに関しては、今後の課題と

したい。
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【注】

１）	 アジア圏の国際観光において日本と韓国では、「安い、近い、短い」観光旅行が市場の主な部分を占めている。

そのため、訪韓外客全体に占める日本人の割合は非常に高く、国・地域別訪問客数では互いに首位を占めるなど、

両国が互いにとって重要な観光目的地となっている。

２）	 文化に関する項目では、TV 番組、映画、ガイドブック、新聞、インターネットなどメディアにより取り上げ

られている相手国の情報キーワードを中心に質問を設定した。

３）	 複数のガイドブックを用いて観光地や観光名所を選定した。

４）	 韓国の観光地に対する認知度が 50％以上を占める地域は、17 地域のうち 3 か所（ソウル、釜山、済
チェ

州
ジュ

島
ド

）に

過ぎず、認知度が 30％以上を占める地域（板門店、安
アン

東
ドン

、大
デ

邱
グ

、慶
キョン

州
ジュ

）まで含めて分析を行った。

５）	 日本の観光地に対する認知度が 50％以上を占める地域は、17 地域のうち 12 か所（東京、大阪、京都、広島、

富士山、名古屋、札幌、福岡、神戸、沖縄、長野、下関）であり、認知度が 80％未満を占める地域（長野、下関）

を除いて分析を行った。
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６）	 両国大学生における心理的な距離感を示す項目の平均値をみると、日本人大学生の場合、韓国は信頼できる国

だ（3.06）、韓国は日本に友好的な国だ（2.94）、韓国は反日的な国だ（3.23）であることに対して、韓国人大学生

の場合、日本は信頼できる国だ（2.69）、日本は韓国に友好的な国だ（2.26）、日本は反韓的な国だ（3.60）として、

相手国に対する心理的な距離感は韓国人大学生の方が強い。
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